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沖縄のサンゴ礁域に生息するミツボシキュウセン肋ﾉﾉchoe川〃j川c"ﾉﾋJ肌は、

その社会構造の変化により雌性先熟型（雌から雄へ）の性転換を行うが、卵巣

から精巣が形成される生殖腺の性転換のメカニズムには不明な点が多い。魚類

を含む脊椎動物において、ＤＭＩｍは性決定、性分化のプロセスに重要な役割を

果たすことが示唆されており、雌性先熟型の性転換にも関与することが想定さ

れる。そこでミツボシキュウセンの精巣からＤＭＲ刀を単離し、生殖腺を含む各

組織､および性転換過程の生殖腺における発現をリアルタイムPCRを用いて調べ

た。その結果、ＯＭＷﾉは生殖腺に特異的に発現し、特に精巣で高い発現がみら

れたのに対し、卵巣での発現は低かった。また、性転換過程の生殖腺における

DMR刀の発現を調べたところ、性転換初期の卵巣におけるＤＭｌＷﾉの発現は低い

が、精原細胞の増殖や精母細胞の出現するステージになると発現が上昇し、さ

らに精子が観察されるステージでは有意に高い発現を示した。次に、DMRT1に

対する特異的抗体を作製し､生殖腺におけるＤＭＲTlの局在を調べた｡その結果、

卵巣では濾胞細胞にシグナルがみられ、精巣では生殖細胞のシストを取り囲む

ようなセルトリ細胞および精巣間質の細胞に強いシグナルが観察された。また、

性転換過程の生殖腺では、まず、卵母細胞の崩壊がみられるステージの卵巣薄

板に隣接した生殖原細胞を取り囲むように陽性細胞群が出現し、続いて精巣分

化初期になると、卵巣薄板の細胞群に加えて、成体雄と同様に精原細胞、精母

細胞を取り巻くセルトリ細胞にシグナルがみられた｡これらの結果から､ＤＭＲＴｌ

はミツボシキュウセンの性転換過程において、精巣分化初期の精原細胞の増殖

よりも前から支持細胞に発現し、セルトリ細胞の分化、あるいは卵巣に存在す

る生殖原細胞の精巣への分化に重要な役割をもつことが推察された。以上のこ

とから、生殖腺の性転換においても、雌雄異体魚の性分化と共通の因子が働き、

生殖腺の分化には種を超えて保存的なメカニズムが存在すること示唆された。


